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発注概要書 配置技術者

配置予定技術者の実務経験は発注概
要書に記載されている工種の「とび・土
工・コンクリート工事」の元請工事のみと
のことでしょうか。

　配置予定技術者には、発注概要書の
登録業種に記載されているとおり、「と
び・土工・コンクリート工事」に主任技術
者または監理技術者として従事した経
験を求めます。
　なお、登録業種の営業種目において
細目は指定しておりません。

特記仕様書６
項「施工関
係」２）

特記仕様書６項「施工関係」２）に記載
する「夜間全線通行止め」は天候等予
期せぬ事象で中止となる可能性はある
のでしょうか。

　特記仕様書６項「施工関係」２）に記載
する「夜間全線通行止め」については、
特記仕様書６項「施工関係」３）に記載
のとおり、10月中旬から11月下旬まで
の土日祝日を除く、平日の夜間32日間
を連続で通行止めをする考えです。
　原則として、夜間全線通行止めは、気
象状況等により中止になることはありま
せん。
　なお、本工事はトンネル内での施工と
なるため、施工可能な工種については
天候に左右されずできます。

図面2,8,9,10
東換気ダクトの全体構造図（平面図・側
面図）を提示して頂くことは可能でしょう
か。

　東換気ダクトの全体構造図（平面図・
側面図）については、別添①を追加配
布します。

図面2,8,9,10
東換気ダクトへの入退場の方法・経路
についてご教示下さい。

　東換気ダクトへの入退場の方法・経路
については、別添②を追加配布しま
す。
　なお、資機材の搬入については別添
①の図-１のAの位置に高所作業車を
設置し、東換気ダクトに資機材を搬入
する設計となっています。
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工事場所：　国道135号（真鶴道路）　　足柄下郡湯河原町福浦から真鶴町岩地内
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図面
2,3,4,8,9,10,11,

12,13

東換気ダクトや、東西ポンプ室内に設
置する固定足場は着手～施工完了ま
で残置できると考えてよいでしょうか。

　東換気ダクト、東西ポンプ室内に設置
する固定足場は着手から施工完了まで
残置できます。
　但し、施工期間中に一時撤去が必要
となった場合には受注者と協議の上、
適切に対応します。

全般

中東情勢の関係で資材の調達が困難
となっております。また加えて、価格が
上昇しています。各種材料入手時の価
格が標準価格と乖離がある場合、価格
上昇分の費用について協議にて変更し
て頂くことは可能でしょうか。

　当公社が今後落札者と締結する標準
契約約款に、「特別な要因により工期
内に主要な工事材料の日本国内にお
ける価格に著しい変動を生じ、請負代
金額が不適当となったときは、発注者
又は受注者は、請負代金額の変更を
請求することができる。」と記載されてい
るため、この規定に基づき適切に対応
いたします。
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⑦

⑥

④

③

⑥マンホールの位置
（1.2ｍ×1.0ｍ）

⑦東換気所入口から
マンホール方向を撮影

④東換気ダクト内から
真鶴トンネル方向を撮影

③東換気ダクト内から
マンホール方向を撮影

①

⑤

①真鶴トンネル内から
東換気ダクト方向を撮影

⑤マンホールの昇降階段
作業員の入退場の方法

②

②東換気ダクト内から
真鶴トンネル方向を撮影

図-3（東換気所平面図）施 工 範 囲

上に東換気ダクト 下が真鶴トンネル

真鶴トンネル

東換気所

東換気ダクト全体構造図 別添①

マンホール

（1.2ｍ×1.0ｍ）

図-1（東換気ダクト概略縦断図）

マンホール

（1.2ｍ×1.0ｍ）

入場口

図-2（標準断面図）

写真①

写真③

写真②

写真⑦

写真⑥

写真⑤

写真④

A



東換気ダクトへの入場方法・経路 別添②

岩ＩＣ

東換気所（東換気ダクト入場口）

拡大図

岩ＩＣ
拡大図参照

至小田原

至小田原

１．国道135号（小田原方面）から
真鶴道路（真鶴ブルーライン）
に進入する。

２．料金所を通過、トンネルを抜け、
岩ＩＣで一般道路に出る。

３．一般道路に出たら直ぐに左折し
坂道を上ると、左側に東換気所
があります。

４．東換気所の敷地内に東換気ダクト
へのマンホールがあります。
（図面１参照）
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